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　地震の規模はマグニチュードで評価します。マグ

きくなるという説明は皆さん聞いたことがあるでし
ょう。ただ、エネルギーの大小を直感的に理解でき
る一般の方はほとんどいないと思います。
　以前の記事でも記載したように、地震は断層運動
です。地震のマグニチュードが大きくなるとエネル
ギーも大きくなりますが、当然、地震断層の長さや

太平洋沖地震の震源断層の大きさは気象庁の解析に

す。東北地方の太平洋側の海溝付近で非常に巨大な
領域が破壊されたことを意味しています。ちなみに、

ます。
　断層の長さＬ（㎞）とマグニチュードＭとの関係

。

ここでLogは常用対数を示します。この式は断層の
長さを対数で表したものがマグニチュードに比例す
ることを意味しています。この式は松田式とも呼ば
れ、非常に古くから使用されていいます。ここでは
この式を利用してマグニチュードと断層の大きさに
ついて考えてみましょう。式に数字を仮に代入して
みます。例えば、マグニチュード６の場合、断層の

はありませんが、おおよその値は予測することは可
能です。一方、小さい地震の場合はどうでしょうか

　断層の長さだけではイメージが湧きにくいかもし
れません。そこで、地震断層を長方形であると仮定
して、岩手県の地図または盛岡市の地図に、あるマ
グニチュードの地震断層を描いてみましょう。図に
マグニチュードの大小による地震断層の大きさの違
いを示します。左図ではM６、M７の地震断層のお
およその大きさを模式的に示しています。M６の断
層は盛岡市の市街地のほぼ全範囲を、M７の断層は
盛岡市の北部に位置する巣子駅から矢巾町までの広
い範囲を被い尽くしていることがわかるでしょう。

・宮城内陸地震の断層のサイズに近い大きさです。
　一方、比較的マグニチュードが小さい地震の断層
の大きさはどのくらいでしょうか。右図は盛岡市に
ある岩手大学周辺の地図上に、M３、M４、M５の
場合の地震断層の大きさを模式的に示したもので
す。イメージとしては、M３の地震の断層の長さは

、M４の地震の断層の長さ
、M５

の地震の断層の長さは岩手大学の敷地２個分の広さ

ません。地震の報道でマグニチュードが発表された
ときに、この関係を知っているとどの範囲まで被害
が及ぶのか短時間で予想できます。ぜひ覚えておく
といいでしょう。

マグニチュードの大小による地震断層の大きさの違い


